第1回　2005年10月6日　編集者：加賀

河野　聖和

今日のゼミは後期になって初めてのゼミでした。新しいテキストは、人と人との繋がりの中から社会学を考えていこうというものであり、難しくとらえられがちな社会学を身近に考えていこうというものでした。私もこのテキストを機会に自分なりの社会学へのアプローチを見つけてみようと思いました。それと来年は四年生になるので、卒論や就活を意識したゼミにしていこうと思います。
久木野　将吾

始め良ければ・・・ということで

後期開始。早くも先生と一悶着ありましたが。他の大学の人と話すと、三年のこの時期にはもう就活を初めているんだそうで。自分が何もしてないわけではないですが。タイに行くのも全く悪くないと思いますが。二年後、自分はどうなっているのかをしっかり見据えて。頑張りたいと思います。

野村　伍郎

今日から2005年度後期の片桐ゼミがスタートしました。テキストも『ジンメル・つながりの哲学』というもので、自分達が社会学を学ぶうえでとても興味深いところをこれから読み解いていきます。個人的には、いよいよ就活も卒論も着実に進めていかないといけない時期にきていると感じるので、がんばらないと・・・しかしまだ卒論のテーマがきまらない～。
松永　卓巳

本日のゼミの内容は、後期のゼミについてのオリエンテーションでした。今回のゼミで取り扱う教科書は『ジンメル・つながりの哲学』で、社会学とは関係のないようにも思えるのですが、実際は社会学に関係しているという最初から興味深いものなので新しい社会学の発見という点に注目していきたいと思います。
則本　利英

今日から後期のゼミが始まり、それぞれの夏休みについての発表がありました。皆、長い休みの中で時間を大切にし、とても貴重な体験をしたのだなと思いました。私自身は夏休みの延長としてまだまだやらなければならないことばかりです。後期は社会学に関するテキストを使用するということで、テキストを読み終える頃に自分なりのいろいろな考えがもてるよう、まずは来週のレジュメ作りに励みたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   林 由佳　

今回から後期のゼミが始まりました。まだ夏休みボケが抜けず、久しぶりのゼミに戸惑うことも多かったです。また夏休み中の出来事に関しても考えていたことがうまくまとまらず、十分に伝わらなかったような気がします。今期は社会学について学ぶ機会が多いので、しっかりとゼミに参加していきたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　立石　真一

後期１回目のゼミでした。久々に先生やゼミ仲間に会えたので、ほどよい緊張感の中での９０分でした。皆さんが語っていた「夏休みの思い出」の中でも三年生の方が就活を意識した話をされていたのが印象的でした。来年の夏休みの生活の参考になります。あと、タイに行ったという話がみんなを釘付けにしていたようにも思いました。さて、後期のテキストですが正直、今まで「社会学とは何なのか！？」について真剣に考えなかった自分にはチャンスだと思います。これを機に社会学と自分との関係についても考えたいと思います。よろしくお願いします！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加賀　いずみ

今日から後期のゼミが始まりました。久々だったので、ゼミの雰囲気に慣れるまで緊張してしまいました。でも、ゼミの皆さんがどのように夏休みを過ごしていたか聞けて、とてもおもしろかったです。また、３年生の方の就活についての話は来年に向けての参考になりました。

後期からは、『ジンメル・つながりの哲学』というテキストを読みます。私は、社会学には苦手意識がありますが、ゼミを通して社会学がもっと身近なものであることを感じていきたいと思います。

清川　知世　　　　　　
今日は、夏休み明けて久しぶりのゼミで、夏休みちょっとたるんでいたせいか久々に緊張感を味わった気がします。今期は、社会学についてのテキストということで、今の時点では、「社会学って何？」という状態だが、テキストが終わる頃には今よりちょっとでも理解できるように頑張りたいと思います。
白石　由香

　今日から後期のゼミが始まった。半年過ぎたというのに未だに人前で話すことは少し緊張してしまうので、春には３，４年生のように堂々と自分の意見を言えるようになりたい。

野元　一菜

　後期第１回目のゼミでこれから自分の計画を毎日こなしていかなければならない事を痛感した。私は平日にあまり時間をとれないので、週末に課題や本を読む時間を作りたい。

　後期はホームページを作るということで、３年生のホームページを早速開いてみた。どのページにも個人の個性が表れていた。このような状態になるまでにはいろいろと大変なことも多いと思うが、私のページを作るのが楽しみだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮原　亜由　

今日は今期初めてのゼミでした。新しいテキストは難しそうですが、私が好きな哲学と絡めながら進んでいくようなので少し楽しみです。そもそも社会学というものがいったいなんであるのか、私はよくわかっていません。しかし、テキストにあるように、まず自分からはじめることで社会学について少しでも多くのことを学んでいけたらいいと思います。

和田　恵　　　　

　今日から後期のゼミが始まりました。雰囲気にも慣れて少し緊張しなくなったような気がしました。後期のテキストは『ジンメル・つながりの哲学』ということで見るからに難しそうです。でも社会学をとりあつかっているゼミにいながら、まだ社会学をわかっていない私にとってはじっくり読んで理解していきたいと思いました。前期より進歩できるようにがんばっていきたいです。

第2回　2005年10月13日　編集者：清川

●久木野さん

生活のなかの社会学

　私が小さい頃、日曜日、夕方にサザ○さんを見終わると、ああ、もう日曜も終わりか…という、えも知れぬ空虚感にとらわれていました。皆にそれを話したところ、僕も！私も！という声があがり、これを「サ○エさん症候群」と命名したわけです。今日それを思い出しました。以前社会現象にもなった「新世紀ヱヴァンゲリオン」には、ユダヤ教や旧約聖書、フロイトの口唇期なども出てきますし、意外と身近に社会学、学問はあるのだなあということを思いました。

●河野さん

今日のゼミでは社会を構成する単位について、特に人間の相互作用について学びました。社会というものを考えるとき、私の頭の中に浮かぶのは経済体制や政治体制などのマクロ的な視点に立ったものでしたが、今日の討論を通して人間の間にも社会は成り立っていくというミクロ的な視点を学ぶ事ができました。社会というものを考えていく時、一つの視点にだけ固執するのではなく、様々な視点から見ていくことが大事だという事を改めて実感させられました。
●松永さん

　今回から『ジンメル・つながりの哲学』の内容へはいりました。ゼミ生はみんなかなり読み込んできたのか積極的に意見を出しあい、また討論する場面もみられ、良いゼミのスタートだったのではないかと思います。次回のゼミはさらに良くなるのではないかと思います。

●野村さん

社会学とは……、その答えはとても難しいですね。私達、人と人とが相互に関わり合っていくところに社会が成り立っていくということはなんとなくわかったような気がしますが、まだまだ漠然とした感じでもあります。でも今日のゼミでも皆で意見を出し合ったように、普段は気にもとめないところにも様々な社会があることを再認識させられました。
また、ゼミの場では松永くんをどんどんヨイショしていこうと思います！そうすればゼミの場がもっと…
●則本さん

テキストの内容に入り、個人と社会のつながりについての議論をしました。普段なかなか考えない“社会が存在する”ということや、自分と社会の結びつきを様々な面からじっくり考えることができたという意味で、とても良い機会になりました。ジンメルの思想に基づいた社会という概念と、私たちの生きている社会とを比較し、意識しながら読み進めることも大切だと思いました。

●林さん

今日からテキストの内容に入りました。「社会とつながっていると感じる時はどんな時か」というテーマで話し合いました。普段は社会に対してほとんど意識しないで生活しているけれど、深く考えると多くの点で社会とつながっていることに気づきました。また、「社会が成立するぎりぎりの現象」という難しいテーマに対して自分なりに答えを出すことが出来てよかったです。

●立石君

今日から本格的に後期テキストに入りました。テキストが哲学を扱っていることもあり、議論の中で飛び交う言葉が哲学的でした。正直、哲学的な話には苦手意識があるので多少不安ですが、盛り上げられるような意見をたくさん述べたいです。来年の四月からは、自分たちの学年が議論を盛り上げていかなくてはならない立場になるので、それを十分に意識した上でゼミに臨みたいと思います。

●白石さん

　質問を当てられて何か言わなきゃと思って自分の中でもまとまっていないことを言ってしまった。いつまでも夏休み気分でいないで、もう学校は始まっているのだから自分をしっかり切り替えなければいけない。

●加賀さん

　今日のゼミでいちばん印象に残ったことは、「自分と社会がつながっていると感じるときは？」という話題でした。ゼミの皆さん、それぞれの発表を聞いて、なるほどと思うことが多々ありました。後から考えてみると、これも社会とつながっていると感じられることがたくさん出てきました。

　来週もジンメルについて、社会について考えていきたいと思います。

●宮原さん

初めてテキストを読んだときはとても面白そうだと思ったのですが、読み進めれば読み進めるほど難しく感じます。哲学という考え方がやはり難しく、理解するのに何度も何度も繰り返して読まなければいけませんでした。ゼミの時間に討論をして、やっとなんとなくわかるかな、という程度です。もっと読み込まなければと思いました。

●和田さん

　今日から本格的にテキストにはいりました。社会というのは身近なところから、たとえ2人であっても成り立つことがあるということで、今までにない視点で社会をとらえることができました。また、質問に対する討論が活発で、みんなのさまざまな意見が飛び交っていていい討論ができていたと思いました。

●清川

今日から新しいテキストの内容に入りました。“社会が成立するギリギリの「限界現象」”についてさまざまな意見が出ておもしろいでした。社会がどこから成立するかというのは、考えれば考えるほどいろいろ出てきて難しいなぁと思いました。今まで社会学についてすごく難しく考えていたけれど、このように自分の身近なところから考えてみると意外におもしろいということに気づきました。

第3回　2005年10月20日　編集者：白石

今日のゼミは自分がレジュメでまとめた範囲でした。社会学の歴史や成り立ちなどを学ぶことができ、改めて社会学の成り立ちには、多くの時間と研究者たちの様々な苦労があったのだと感じました。今回自分が提起した疑問点において、社会学の重要な視点であるマイクロ－マクロ－リンクを意識していないとの指摘を受け、まだまだ自分には多様な視点が足りないことを実感しました。卒論においてもこのような視点は問題を考えていく上で大きなヒントとなっていくので、今後はもっと意識していきたいと思います。＜河野＞

「見る」と「観察する」の違い　　
  最近、鋼の錬金術師という本を読んだのですが（巷で中々流行っているらしいです）そのなかで、「全は一、一は全」という言葉があります。個人というものは取るに足らないものであるが、その個人がなければ全は成り立たないのであり、またその逆も然り。その万物の流れを理解することが錬金術、らしいのですが、この考えは社会学にも通じるんじゃないかと思いました。ゼミ中に言った踊る大捜査線もですが、やはり身近に意外と関連するものがあるのだなぁ、と改めて感想。　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜久木野＞

今日のゼミはくやしかったー！テキストのところで前半の司会をしましたが、自分のリーダーシップはまだまだ未熟だと改めて感じた今日この頃でした。でも将来のために必要な力なので、めげずに精進あるのみ。次はレジュメ担当なので、皆で議論しやすい疑問を考えなければ！来週は先輩達と合同卒論発表会なので、自分自身に対しヒントを見つける気持ちで参考にさせていただこうと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　＜野村＞

今回のゼミは討論する部分が多く良かったと思います。それぞれ各自違った意見をもっており、他の人の意見を聞いて自分の考えと比べてみるということも大事なのではないかなと思いました。来週の卒論構想発表では先輩たちのためになる意見を出そうと思います。＜松永＞

今日のゼミで討論をした俯瞰する視点と当事者の視点は、自分自身が、これからどんどん活用していかなければならないものだと感じました。新聞記事を読む時も、二つの視点を意識することで、自分と社会について深く考えることができるだろうし、何より視野を広げ物事を見つめることができるのではないかと思います。自分の物の見方についていろいろと見直さなければならないと感じた一時間でした。　　　　　　　　　　　＜則本＞

今回は社会をどこから見るかという単元で「俯瞰する視点」か「当事者の視点」のどちらの視点がよいかというテーマで話し合いました。テーマが難しかったこともあり、それぞれが持ち寄った新聞記事を実際に使いました。その結果、新聞記事のなかでも視点の違いによって意見が変わるということも気づきました。　　　　　　　　　　　　　＜林＞

今日は下園ゼミの方が来られて、ゼミ紹介のための写真撮影がありました。一枚目の写真は完全に不意打ちでした。どんな写真に仕上がったのか不安でもあり楽しみでもあります。議論はと言うと、和田さんの質問が印象的だったし、場を盛り上げたと思います。なかなかいい質問が浮かばないので羨ましい。来週は４年生の方々の卒論発表会…前期の発表からどのように進化しているかとても楽しみです。参考にできることはどんどん吸収したいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜立石＞

今日は、当事者の視点、俯瞰する視点について学びました。対象となるものを二つの視点、それぞれから見ると、全く違う角度で考えることができると気づきました。どちらの視点も場合によって使い分けることが大事だと思います。　　　　　　　　　　＜加賀＞

今日のゼミでは、物事を考えるとき俯瞰する視点と当事者の視点との両方から考えることでより理解が深まり、話すときよりも説得力が増すということを感じました。これからもっと視野を広げて物事を見るようにしていこうと思いました。　　　　　　　＜清川＞

新聞記事ひとつでも様々な方向から見ることで幾通りも見解は生まれてくるのだということをこの前講義で聞いたが、今日のゼミはそれを実感できたゼミだった。記事に限らず普段の生活の中でも方程式のような考えでなく新しい見方を持つことが自分を充実させるのだと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜白石＞
三回目というのに、今日はまったく頭が働きませんでした。いろいろな意見が出るたびに、自分の考えがよくわからなくなり、混乱してばかりでした。もう少し自分の意見をしっかり持って、それをきちんと言葉にする力をつけていきたいと思いました。それと、もう少し時事問題に強くなりたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜宮原＞

今日は主に《俯瞰した視点》と《当事者の視点》について討論しました。私は時と場合に応じてそれぞれの視点を使い分けることが大切だと感じました。また、後半にルール変更の動機の例を挙げてみると、身近なことが多くて自分に近いところから社会を感じることができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜和田＞

後期のテキストを読んでいると、その内容を自分が理解できているのかどうかという事に自信が持てない。…ここ2週間ほどそんなことを感じていたわたしには、今日のゼミは非常に感動だった。

「そっか！私の日常を２つの視点で見てみる…なるほどねぇ。」というような感じだ。なんだかうまくは表現できないが、テキストの内容に関しては光が見えてきたような気がする。（…なぁ～んて言いながら、次回は全然分からなかったりして。）

それと後期は挙手して発言することを目標に頑張りたい。　　　　　　　　　＜野元＞

第4回　2005年10月27日　編集者：立石

・河野聖和

今日はゼミの先輩方の卒論の中間発表でした。卒論のために集めたデータ、資料などが分かりやすくまとめられており聞いている側としても、とても興味をそそられる発表内容でした。また、集めたデータの図式化など学ぶことも多くあり、自分としては来年の卒論制作に是非取り入れていきたいと思うような制作過程での有益な情報を得ることができました。それとともに、来年の卒論制作において先輩方にひけをとらないような卒論を作れるように、今から取り組んでいかなければならないと感じました。

・久木野将吾

やはり決意ってのは表に出すから意味があるのであって
モラトリアムだとかつべこべ言っていられなくなってきたなァと考えていました。何になりたいのか、何をするべきなのかという決定をいつまでも延ばしているわけにはいかないというのは大学入学前から考えてはいるのですが。すべきことは山程あり、さりとて時間は多くなく。優先順位も理解してはいるのですが、有言不実行を地で行く日々。うん。ヤバい。先ずは卒論構想しっかりしなきゃ。
蛇足。立石くんが言っていましたが、先生に抗議＝モラルが低いってのを即言うのはどーなんだろうかと。でもしか教師でテキトーな教師や問題教師も確かにいるわけで、それから子を守ろうとする親の気持ちというのも分かるわけで。実際、自分の高校時代の先生もかなりズサンな先生でした。…どっちもどっちなのかなぁと思うところでした。

・野村伍郎

今日は久々に先輩達と顔を合わせる合同卒論発表会でした。それに、ドイツに留学されていた藤谷さんと記念すべき初対面となりました。現段階の自分からしてみれば、もうすぐしたら卒論を書き出すところまできている先輩達の卒論構想は、率直にすごいなと思いました。自分ももうすぐ卒論テーマの設定ですが、自分らしくかつ見る者にとっても興味を引くような卒論にしていきたいです。(と、思うだけなら誰しもできることだから、早いとこテーマを決めよう。。。)
・則本利英

後期に入り、最初の卒論構想発表会がありました。夏休みをはさみ、テーマを新しくしたり、新しいデータをもってきたりとますます魅力ある卒論になっていました。それぞれのテーマのもとで様々な視点から研究の幅を広げて調査していらっしゃるのだなということをレジュメから感じました。自分の卒論テーマ決定も控えているので、とても良い刺激になりました。

・林由佳

　今日は卒論発表会がありました。久しぶりに四年生に会い、卒論の進み具合を聞いていると、かなり進んでいるようで驚きました。特に、平山さんや鎌田さんの卒論テーマはとても興味があり、今から出来上がりが楽しみです。来年の今、現四年生のように卒論が書けるか今から心配になりました。でも良い刺激になりました。
・松永卓巳

　今回のゼミは四年生による卒論構想の発表でした。卒論のテーマを以前に比べて絞っている先輩や少し視点を変えた先輩もいて、卒論が徐々に出来上がってきてはいるものの、苦労しているのだなあということを感じ取れました。特に印象的だったのは、自分の足を運んで調べているというところでした。この調子でがんばってもらいたいです。来年は自分がその立場にいるということを実感させられた報告会でした。

・加賀いずみ

　今日は、４年生と合同で卒論発表会でした。どの方も７月に発表された時よりも完成度が高くなっていて、質問をする側としては、あまりつっこむところがなくて困ってしまいました。私が卒論を書くのはまだ先のことだと思って何も考えていませんでしたが、少し焦りを感じました。

・白石由香

　今日は合同卒論発表会だった。今回で３回目だが、そのたびに着々と進んでいて本当にすごいと思った。決してそれに満足せず、よりいいものを書こうという気持ちが強く伝わってきた。私も２年後はあの場に立っているわけなので「まだまだ先のことだ」ではなくて早めに卒論の意識を持つようにしたい。

・立石真一

今日は卒論構想の発表でした。前回の中間報告から三ヶ月が経ち、どのような進化を遂げているのかを楽しみにしつつ足早と図書館へ。久々に４年生の方々とお会いしましたが、皆さん元気そうでした。皆さんの発表を聞いての感想ですが、やはり前回よりもビジョンが明確になっていたし、それぞれの特徴が出てきていたと思います。そのせいで質問する立場としてもますます気合いが入り、「ヘタな質問はできないなぁ」と思いました。大島さんの資料の二枚目にあった、仮説に至るまでのキーワードを整理した図式はとてもわかりやすかったしインパクトがありました。ぜひ真似させていただこうと思いました。また、鎌田さんの発表に関しては、３カ月前の段階でのテーマ（教育への影響）から「学校教育への影響」に絞ったことで方向性がはっきりした印象を受けました。現代の学校教育を語るうえで“保護者”というのは、かなり大きなポイントになっていると僕も思っているのでとても共感しました。正直、完成した卒論を見たいなぁと強く思いました。ほかの皆さんの発表も前回よりも具体的に踏み込まれていたと思います。１カ月後の合同発表も楽しみです。

・和田恵

　今日は後期初めての合同卒論報告会でした。今まで何回か報告会があったけど、今回はより具体的に形ができあがっていたので、後2回の報告でどのようにまとめられていくか楽しみです。また、いずれ自分もするようになるので、4年生をみて今のうちから構想を考えていきたいです。

・宮原亜由

今日は合同の卒論発表会だった。四年生の卒論も回を重ねるごとにうまくまとまっていっていて、質問を出すのが難しくなってきた。もうすぐ卒論で考えていることを提出しなくてはいけないのだが、なかなか考えがまとまらず、困っている。自分が二年後にあの場所で発表している姿が想像できない。
第5回　2005年11月10日　編集者：宮原（欠席者：野元さん、清川さん、宮原）
　今日は、いつものゼミ以外にゼミ紹介のパンフレットの発表をしました。自分で作るときにとても悩みましたが、他の方の発表や先輩たちのアドバイスを聞いて、こうしたら良かったというところがでてきました。来週は、また２人でまとめて１枚を作るので、更にいいものを作りたいです。

加賀いずみ

　今日はゼミ紹介のレジュメの発表をした。書くことは簡単にできるのに口に出すとなるとすごく照れくさかった。自分のレジュメと比べて、みんなゼミを主観的にも客観的にもしっかり理解しているなと感じた。２年生が片桐ゼミっていいな～と思えるような紹介を作れるようにがんばりたい。

白石由香

２年生がそれぞれ作ってきた「ゼミ紹介」の発表でした。面白く作ってやろうと思っていたのですが…なかなか上手くいかずクソ真面目な内容になってしまったことを反省。これじゃあもし一年生が読んだとしても印象は薄いはず。来週までに加賀さんと協力して“いいもの”を作ろうと思いました。あと、「自分探し」「ほんとうのワタシ」という言葉はよくわからない。そんなもの簡単に発見できるものだとは思えない。あしたから学祭かぁ。

立石真一

　今日ははじめにゼミ紹介の発表をしました。ゼミ紹介を考える際に一年生の興味をひいて、且わかりやすい紹介を作ることの難しさを実感しました。来週はさらにまとめなければいけないので、二人の考えを出し合って1年生がたくさん希望してくれるような紹介を作りたいです。
和田恵

　今回は卒論テーマの発表をしました。まだ卒論は先のことだろうと思い、なかなか卒論について真剣に考えることもなかったので、卒論テーマを考えることは大変でした。就職と関係ある卒論をというのもあり、結構難しかったです。
林由佳

今日のゼミでは三年生にとっては重要なメインイベントである「卒論テーマ(仮)」の発表がありました。この日まであれこれ悩んで、とりあえずだとしても、ようやく決めたテーマが『高齢者とファミリーレストランJoyfull』でしたが、先生からの「卒論と就職は同じベクトルで。」というお言葉にハッとしました……またしっかり考え直さなければ！！(焦)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野村伍郎

彼女と云う字は彼岸の女と
  心理学で有名な考えに、ジョハリの窓と云うものがあります。窓を十字の柵で四等分し、上辺に自分、左辺に他人を置き、自分と他人から見える自分、自分にしか見えない自分、他人にしか見えない自分、両方に見えない自分の四つに分類するというやつで。自分はこうだと考える自分、人から思われている自分、その他諸々ひっくるめての自分なんだと。第四章で言ってるのはこーゆーことでもあるのかなぁと考えてみたり。自分すら完全に理解できないのに、他人なんて分かるはずないんですけどね。
久木野将吾

今回はレジュメ作成の担当でした。内容が難しく、要点を押さえられていたか心配でしたが、発表に至ることができ良かったと思います。また、質問・疑問点において、先生が指摘されたように、自分のことだけでなぐニュースや新聞などの知識によって討論することも大事だと思いました。
松永卓己
ゼミの冒頭で卒論の仮テーマ発表がありました。3年生それぞれが個性あるテーマを考えてきていて、私も次回の発表までに将来を視野に入れ思考を重ねなければならないなと思いました。テキストの内容では、自分探しや反社会的観念など今の自分の考えと比較しながら他のゼミ生の意見を聞くことができて良かったです。しかし、社会の事柄などを例に挙げて意見を言うことができず、課題が残りました。

則本利英

今日のゼミは、卒論の仮テーマの発表とゼミ紹介の原稿の発表会でした。卒論の仮テーマとしては、十分な説明を付けて発表できなかったのが残念でした。今後はもっと自分のテーマを掘り下げて説得力のある発表がしたいです。ゼミ紹介の原稿としてはみなさんゼミの事をわかりやすく説明できていて、それぞれの紹介の中にいい部分があるので、今後はそれぞれの特色を生かしながらゼミ紹介が出来ればいいと感じました。
河野聖和

第6回　2005年11月17日　編集者：和田

今日のゼミはゼミ紹介の原稿発表とテキストの討論でした。テキストも中盤に入ってきて「つながり」が社会において重要な基礎部分にあることがやっと実感できて来ました。それと同時に社会全体を見たときに、この「つながり」は人と社会を結びつける重要な基礎部分であることもわかって来ました。もういちど自分の身の回りから「つながり」を意識して社会を見てみるともっと面白いことが分かるような気がしました。　(文・河野)
虚の言を兼ねると書いて、謙虚
仏教では、嘘も方便と言い時には嘘を礼賛しますし、英語圏でも、White lieと言って嘘でもついて良い嘘を定義しています。秘密に関しても、逆に秘密を共有しあうというのは、大抵の場合、非常に強固な結びつきとなるように、現代社会に於いてこの二つは重要なロールを演じてるな、と感じました。　(文・久木野)

今日のゼミではまず、現１年生に向けてのゼミ紹介パンフレットの最終選考でした。今週から今回にかけて、２年生のみんなが一生懸命考えてきてくれたものからそれぞれのいいところを組み合わせて、満足のいくパンフができたと思います！去年自分達もがんばったなとしみじみ感じていました。それにしても片桐先生、海外出張だなんてうらやましいな～。。　　(文・野村)

ゼミ紹介パンフの作成では、前回のゼミで指摘されたことを生かし、さらに見応えのあるものができあがっており、今回も様々な意見がでたので仕上がりがとても楽しみです。次回のゼミは卒論構想発表なので、前回との違いに注目したいと思います。　　(文・松永)

前半でゼミ紹介に載せる文章についての話し合いがありました。2年生が前期よりも自分の成長を感じている様子を文章にしていたことが印象的でした。1年生がゼミを選ぶ上でとても魅力的なものに仕上がったのではないかと思いました。テキストの内容で討論をした自分が他人からどう思われているかについて、たとえ自分の納得できるものでないとしてもそれを就職活動などの場でどう生かしていくかが大切なことではないかと思いました。　(文・則本)

今日はゼミ紹介の作成を決めました。一年生がゼミの選択時に一番自分にあったものを選べるようにゼミ紹介を考えることはとても新鮮でした。また、去年よりも読みやすいゼミ紹介の記事に驚きました。　　(文・林)

来年のゼミ紹介に使う文章の発表が先週に引き続きありまして、最終的に和田・白石ペアの内容が採用されました。…もちろん男にも入ってきてもらいたい（じゃないと男①人だから）けど女の子もしっかり入ってくれるといいな。まぁバランスよく入ってきてくれるといいな。議論が盛り上がるようなしっかりした後輩達が。どのゼミに入ろうか悩んでいた約一年前が懐かしい。決めるの大変だろうな一年生。　　(文・立石)

　今日は、司会をしました。相変わらず緊張してしまい、成長していないなと感じました。でも、ゼミの皆さんが進んで挙手をして発表してくれたので、やりやすかったです。

次回、司会をするときはもっと討論を盛り上げられるようになりたいです。(文・加賀)

　今日のゼミでは「秘密」に対するそれぞれのイメージや意見がいろいろ出ておもしろかった。「秘密」や「嘘」など普段あまり気にしていないが、社会関係形成の上でいろんな意味を果たしているのだなぁと改めて思った。　(文・清川)

　

今日は２回目の司会者を担当した。緊張してうまくまとめられなくてみなさんにたくさん迷惑をかけてしまって本当に申し訳ない気持ちでいっぱいだったのと自分の未熟さを感じずにはいられないゼミだった。でも失敗に落ち込んでいるだけではこのまま何も変わらないので失敗を成長へとシフトできるようになろうと思う。　(文・白石)

いつもゼミでは自分の語彙の少なさと打開力０を痛感してはいたが。。。今日はことさら痛感させられたように思う。今まで私はうまく話すことの難しさにばかりとらわれていたが、相手の話を聞いて理解することもかなり難しいなと思った。　(文・野元)

前回のゼミを休んでしまったため、テキストの内容をうまく自分のものにできなかった。自分で読んでは見たものの、やはりあの場で討論し知識を深めていくことはすごく大事なのだと思った。ゼミ紹介の発表では、やはり二回作った人たちのものがすごくまとまっていた。また、野元さんのものを見て、自分なりにいろいろ工夫することも大事だと思った。(文・宮原)
　今日は先週に引き続いてゼミ紹介の発表があり、土台として白石さんと私のものに決定しました。たくさんの一年生が希望してくれるように、みんなのアイデアを合わせて最終的にいい紹介を作りたいと思います。それとともに、後輩ができると考えるとまだまだ自分の未熟さに不安があるので、成長できるように頑張りたいです。　(文・和田)

第7回　2005年12月1日　編集者：野元

清川

今日は卒論発表でした。いつも思うのですが、発表の時、先輩たちの時間内で手短にまとめて要領よく話したりだとか、質問に対する受け答えなど分かりやすく、すごいなぁと思い、自分もできるようになるのだろうかと思ったりします。今は、まだまだできないけれど、少しずつでも先輩たちのように話せるようになりたいので、努力していこうかなと思います。
加賀

　今日は、２年生も卒論で考えていることを発表しました。私は、自分のテーマを決めるのにとても時間がかかってしまって大変でした。これから、もっとニュースや新聞、本などに触れて自分が何を研究したいのかを見つけたいと思います。他の２年生のみなさんのテーマがいい刺激になりました。
白石

　今日は初めて卒論を見ました。今まで卒論は私の中でしっかりとした形を持ったものではなかった気がしました。こんなものを書き上げた藤谷さんがすごいと思ったのと同時にあと２年したら自分もあの場に立たなくてはならないのだと思い、今の私では怖いなと感じました。
和田

今日は合同卒論報告会であると同時に、２年生の卒論テーマの提出日だった。私にはまだ漠然としたものしか見えていなくてテーマの説明をするのも大変だった。４年生を見ているとさらに焦ってきて自分も早く具体的なものを決めないといけないぁと思った。
立石

図書館のいつもの部屋で、４年生との合同卒論発表会でした。まずは２年生が現段階で卒論として考えていることを発表。とりあえず団塊世代に興味があるので、それにまつわる内容であることを報告。もっと自分の将来就きたい職業とリンクさせたかったけど思いつかず…。しかし二年生のうちからリアルに卒論を考えることはメリットが多い。４年生の方々の報告を聞いていても以前に増して緊張感が伝わってきた。ゼミの最後に先生からイタリア土産をいただき終了。お酒が入っていておいしかった。来週は富良野のお土産…お楽しみ。
宮原

今日は四年生との合同の卒論発表会でした。いってみると、卒論を書き終えた人や就職が内定した人などいて、すごいなと思った。自分の考えている卒論のテーマを発表したが、実際に書けるのか今から不安だ。自分の将来就きたい仕事と関連付けて考えていけたらいいなと思った。

野元

　後期2度目の卒論発表会。はじめに卒論で考えていることについて話をしなければならなかった。日頃漠然と考えているだけだったので、やはりうまく話せなかった。とにかく言葉を知らない自分がいた。

　4年生の卒論発表については執筆直前ということもあってか、かなり内容やその展開までまとまりつつあって、聞き入ってしまうほどだった。
林

今日は卒論発表会だった。四年生たちの卒論もだいぶ進んでいて、とても驚いた。他の学科の四年生の卒論発表も見ているので、いろいろ比べることも多かった。私自身も少しでも参考文献を探していこうと思った。
則本

4年生の最終卒論構想発表会ありまがした。もう出来上がった先輩がいらっしゃって、出来立ての卒論を見てただすごいの一言でした。私もしっかりと構想を練って達成感を味わいたいです。他の先輩方の卒論も回を重ねるごとにデータ、図や調査結果が加わっていて、完成にどんどん近づいていっているのだなと思いました。残り一ヶ月と少しですが精一杯頑張って書き上げて欲しいです。
河野

今日は４年生の最終卒論報告会でした。前回の卒論報告よりも、より具体的で説得力のある卒論を皆さん書き上げていて、聞くほうも興味をそそられ自然と疑問点も浮かんでくるようなそんな卒論報告会だったと思います。自分も来年は発表する立場に回るわけですが、今日の先輩方の姿を目標に卒論を書き上げていこうと感じました。そのためにも早い段階から卒論の情報収集を始めていこうと思います。
久木野

　明日は我が身

卒論合同発表会。皆さん形になってきた様子。初めの方では出来上がるのかなあ、と不安でしたが、よかったです。来年は自分がああなるわけですが、なんとかなるのかな、と妙な安心感が生まれました。とは言え、未体験なことなので、早目早目の準備をしていきたいです。
第8回　2005年12月8日　編集者：河野

久木野

「ヤマアラシのジレンマ」という喩えがあります。相手に自分のぬくもりを伝えたいと思っても、身を寄せれば寄せるほど、お互いを傷つけてしまう。結果、痛みに対して臆病になってしまう。人とのコミュニケーションが怖くなる。この考えが念頭にあるのが、現代の人々、特に若者なんじゃないのかな、と思います。

社会現象にまで発展したアニメ、「新世紀エヴァンゲリオン」。最近見返したのですが、これは人間同士の在り方を社会学（及び心理学）の見地から、人と関わることに臆病な少年の成長を描いた作品なのだと気付きました。「人は他人を完全に理解できない。自分自身だって怪しいもんだ。だからこそ人をは自分を、他人を知ろうとする」という台詞があるのですが、これは今回の内容そのものではないでしょうか。人と人との心の壁、そして繋がりを描いている作品です。これを観たあと、ジンメルを読むと非常にスムーズに理解でき、且つ発展した考えが展開できた気がします。ゼミの副読本（本？）に勧めてみようかな、と半ば本気で考えています。

林
今日はテキストを進めました。前回卒論発表だったこともあって、久しぶりのテキストでした内容的には前回の続きといった感じでしたが、第五章はなかなか議論が深まらず、しっかりとテキストを読み込むことが大切だと実感させられました。また、就職ガイダンスのことも、発表しましたが、二年生がとても真剣に聞いてくれて、関心の高さを実感しました。
則本

討論であった「闘争」や「平等」という言葉など、テキストの中には専門分野である経済学と関連づかせながら考えられる言葉があり、それらを意識して読む事が大切だと思いました。「絶対平等主義」について考える時も、「平等」だけでなく、機会の平等と結果の平等という二つの視点から考えることで広がりが出てくるのだなということを感じました。

松永

今回のゼミは、自分の意見を積極的に発表する人が多くてよかったと思います。僕は先生にも指摘されたように、あまり積極的な態度がみられず反省すべき点だなと思いました。来週は図書館文献の検索ということで、積極的な姿勢を持って望もうと思います。

野村

いきなりですが、今日のゼミはちょっと（というか自分の中では結構）やったー！という思いでした。というのも、教科書の後半部分の「学校における競争と平等がらみの疑問点」で最後あたりに皆で議論していて、議論が終わった後に先生からのコメントで「今日は（ようやく）経済情報学科生らしい議論になりましたね。」という言葉が嬉しかったです。日頃からゼミで鋭い意見を言えるようになりたいと思っていたので・・
河野

今日の討論は全体的に実りあるものになったような気がします。今頃になってですが、議論の中で核心に迫れるような討論が出来たのは凄い事だと思います。こんな議論をもっと早い段階から出来れば良かったのですが。それと今日の討論を通して大事なのは情報の量だということを感じました。情報があれば、意見に説得力が付き議論も面白い方向に展開します。今後今以上に積極的に情報に目を向けるようにしていきたいと思います。

加賀
今日は、「闘争」について学びました。私は今まで「闘争」というと、マイナスのイメージしか思いつかなかったのですが、テキストを読んでプラスになることも多いと考えるようになりました。今までより視野が広がったと思います。また、先生からもっと積極的に発言するように指摘されました。自分から手を挙げて発言できるように努力したいです。

立石

久々の司会業。だから気合を入れて臨んでみたのだが・・・相変わらず“しどろもどろ”しておりました。来年は自分達２年生が引っ張っていかないといけないので一応それを意識してやっているつもり。そうじゃないと『ゼミ紹介』で書いているような頼れる先輩になれないから。ゼミが終わって野村さんの話を聞けたのが良かった。来週は図書館かぁ。あと来週からはもっと面白い新聞記事を持ってくるようにしよ～っと♪

清川

学校や教育現場などで「競争」がなくなっている事については、今日あげられたようにプラス面とマイナス面があります。でも、私はやっぱりマイナス面が大きいように思います。競争の中で「挫折」を味わう事が無い為、最近良くニュースになるように、思い通りにいかないという些細な理由で人を殺したり、事件を起こしたりする子供たちを生み出しているのでは？？と少し思いました。

白石

ゼミに入って半年以上経った今でも指名されて答えることが精一杯で、挙手をして意見を言えるまで自分の考えに自信を持つことが出来ません。考えてみたら年が明けたらあっという間に春休みに突入してしまいます。私が入った頃の先輩たちのようにしっかりとした意見が堂々と言えて頼りになる先輩を目指してもっとがんばらなくてはいけないなと思いました。

野元

ＨＰの立ち上げにあたって、1番大変だったこと。たくさんあるブログ作成サイトの比較・吟味。これに1番時間を費やした。実際に作ってみないことには各サイトの違いが分からない。だから、試しにいくつか作ってみた。その際に大変だったこと。書くことがないっっ！この悩みは結構切実で、これから更新するにあたっても何度となく悩みそうだ。

ＨＰ評価が終わってからも少しずつ更新していこうと思う。
宮原

　今日は久しぶりにテキストをやりました。相変わらず私の意見はまとまっていないと実感しました。もっと自分の意見をうまく伝えられるようになりたいです。そして、今日はホームページ立ち上げの締め切り日でした。まだまだ納得のいくものではないので、これからよくしていけたらなと思いました。

和田

今日はホームページ立ち上げの日でした。私はこの日を結構楽しみにしていて、帰って自分のＨＰを開いたときにはちょっと感動しました。それにみんなのＨＰもそれぞれ違っていて、見るのが楽しかったです。これからはＨＰをチェックするのが日課になりそうです。

第9回　2005年12月15日　編集者：野村

＊久木野将吾

　今まであのような調査方法は全く知らなかったので、非常に興味深かった。整理下手なので、カードを使う方法は参考にしたい。来年は卒論作成なので、少しでも参考を増やしていきたい。

＊野村伍郎

今日のゼミは「図書館文献検索ツアー」でした。初めてのことで興味しんしんでしたが、とても貴重な時間となりました。これから卒論に取組む私たちにとってはポイントとなる部分で、【レポートをまとめる１０ステップ】や、文献の調査・入手において大学図書館のパソコンからの[ＯＰＡＣ]や[ＮＡＣＳＩＳ　Ｗｅｂｃａｔ]の使い方を図書館の方に丁寧に教えていただきまして、感謝感謝でした。今日の経験をしっかり生かして、納得のいく卒論にしていきたいです。

＊則本利英
今までは、図書館で検索機能を上手く活用できていなかったので、今日の説明をきっかけに、今後のレポート作成や卒論作成において有効に活用しようと思いました。また実際に検索してみて、本だけでなく雑誌からも数多くの情報が得られるのだということを感じました。今日学んだことを生かして時間を効率よく使い、内容に深みのある卒論作成を目指したいです。
＊林由佳

　今日は図書館検索ツアーということで、司書の方達に書籍検索の仕方を教えてもらいました。今まで結構図書館を利用しましたが、自分で書籍のありかを調べるということに、とても感心しました。ぜひ卒論を書く時の参考にしたいです。

＊河野聖和

今日は図書館の文献検索ツアーでした。文献の探し方・調べ方、レポートのまとめ方などこれから卒論をまとめていく上でとても大事なことを学べた気がします。今まで図書館で本を調べることはあっても、まさかほかの大学の資料まで取り寄せることが出来ることまでは知らなかったので、今後は図書館を十二分に活用して文献を探していこうと思いました。

＊松永卓巳

　今回のゼミは、図書館文献検索ツアーということで図書館の上手な使い方を学びました。これから卒論を書いていく中で文献探しというものは大変必要になってくると思うので良かったと思います。また、論文のまとめ方をいかに効率よくテーマに沿って書いていけるかが重要となり、その書き方も学べ、今後の卒論作成に役立てたいと思います。

＊加賀いずみ

今日は、図書館文献検索ツアーということで、レポートや卒論を書くときに必要な文献の調査や入手について図書館の方から説明をしていただきました。意外にも簡単な方法で検索できることに驚きました。また、本だけではなく雑誌や新聞も探すことができることも知りました。

これから、レポートなどを書くときに図書館を大いに利用したいと思います。

＊和田恵

今日は文献検索ツアーでした。ビデオでは卒論を書き終わるまで十段階あるといことで、カードを作ったりしていましたが、なんだかすごい手間がかかりそうでした。早く作業を進めるためには、やっぱりまずテーマと問題提起を明確にしなければ始まらないなぁと感じました。また、文献検索方法などは初めて知ったので、もう一度プリントを見ながら覚えていきたいです。

＊白石由香

　風邪をひいてしまい、今日のゼミには出席できませんでした。もうすぐ成人式を迎えるというのに自己管理ができていなかったなと反省しています。周りの人にうつるといけないので早く治したいです。

＊宮原亜由

　今日は文献ツアーということで、図書館で文献の探し方やレポートの書き方を学びました。特にレポートの書き方はすごくためになりました。今までは思いつくままに書いていて、結局何を言いたいかわからなくなるときがあったので、これから参考にしていきたいと思います。また、これからたくさん本を読みたいので、図書館を活用していきたいと思います。

＊清川知世

　今日は、図書館で文献検索の仕方の講座を受けました。今まで、自習のため図書館は利用していたけれど、文献検索はしたことがありませんでした。今日学んだことをレポートを書くとき、卒論のときいかしていけたらと思います。

＊野元一菜

　　今日は図書館文献検索ツアーだった。とにかく、文献検索の方法がたくさんあって、記事内容まで吟味できるということで、これから卒論に向けて、一番初めにやらなければならない文献リストの作成にも大いに役立つだろうと思った。ただ、サーチエンジンにアクセスできる人数に限りがあることが少し残念だった。

＊立石真一

　今日は図書館文献ツアーでした。自動車学校の学科教習のようなビデオを見た後パソコンを使って文献検索の練習をしたりと、卒論制作に役立つ内容でした。日頃あんまり図書館を利用していなかったので、これを機会にもっと使いこなしてやろうと思います。

第10回　2005年12月22日　編集者：久木野

今年最後のゼミでした。風邪などで欠席者が数人いたため、いつもよりも多く発言してやろうと意気込んでみましたが…ちょっと空回りしてしまった気がする。せっかく新聞記事発表を指名されたのにいまいちの内容・出来だったし。来年への課題がたくさん見つかった気がします。2006年は、ゼミでの発表を楽しむほどの余裕を心に持ちたい。就職ももっと意識したい。

（立石）
今日は、久々にレジュメ担当でした。テキストを自分でまとめると、いつも読むときより内容を理解しやすいなと感じました。緊張しましたが、司会者の方の支えもあって無事発表できました。次回でこのテキストもまとめの章に入るのでしっかり読みたいです。（加賀）
今日は今年最後のゼミでした。今日思ったのは、もっと自分の考えを言葉で分かりやすく言えるようにならないといけないなぁということです。その場で出た質問に対する自分の意見を頭の中でまとめている間に、他の人に同じような意見を言われてしまったりしたので、もっと意見を手短にまとめられるように努力しようと思いました。（清川）
今日はレジュメ担当ということで、メチャメチャ緊張した。しかも、私の担当した７章は難しすぎて、もう少ししっかり予習するべきだったとひどく反省したまぁ、でも日頃から貨幣に振り回されている私には７章の内容は痛い感じだったことは確かだ。　（野元）
今日が今年最後のゼミでした。年の最後に司会が回ってきたのですが、やはりうまく進行をすすめるのは難しいです。質問をきちんと理解したり、いろんな意見をうまくまとめたりできる人はすごいと思います。また、質問に対して自分なりの意見をきちんと持たなければいけないと思いました。人の意見を聞くばかりでは何も成長しないなと実感しました。（宮原）
今日は初めてゼミの司会をした。司会と決まったときから今日までずっと緊張していた。
司会をやってみて、討論の雰囲気を決めるのは司会の力が大きいことがわかった。私が沈黙してしまうとなんだか雰囲気が暗くなってしまうし、スムーズにいくと討論も活発になる気がした。それと、人の話を聞くという簡単なことが緊張しているとなかなか耳に入ってこないと思った。次は冷静に聞いてうまくまとめられるようになりたい。（和田）
今日のゼミは、今年最後のゼミでした。テキストも終わりに近づき、だんだん自分なりの社会学へのアプローチが見つかりそうな気がしてきました。来週はテキストの終章なので、もう一度社会学とはどんなものか考えてみようと思いました。それと今年一年の自分のゼミでの取り組みなどをしっかりと反省して、来年のゼミで生かせるようにしていこうと思います。　（河野）
教科書も終盤にさしかかり、内容的にもとても難しくなってきました。第７章で、貨幣の〈現象学〉というところを読み解きましたが、私たちの身近にあるお金とゆうもののその意義をここまで深く考えさせられたことは今までありませんでした。貨幣の「闇」の部分で、〈欲望の深度〉を浅くする、とありましたが、欲望の深度が浅くなるくらいにお金を所持してみたいものだなと正直思いました・・　さあ冬休みも始まることだし、今自分がすべきこと・できることをしっかりやろう！
（野村）
今回のゼミは、今年最後のゼミだったのですが、風邪の人が多く全員そろってのゼミではなく残念でした。個々の就活状況を報告し、それぞれ就活をがんばっているのだなあと思うとともに、自分もがんばらなければと思いました。年が明けて最初のゼミは全員そろえたらいいなと思います（松永）
現代では様々な面での競争が強いられているので、そのような社会の中での選択肢の多元化はメリットやデメリットがあるにしてもやむを得ないのかなと思いました。貨幣については社会と関わる基本的手段であり、他者との関わりに決定的影響力をもつような媒体であるからこそ各個人に金銭感覚が生まれ、他者への対抗意識が芽生えてくるのかなと思いました。（則本）
今回もゼミを休んでしまい、先生やゼミのみなさんに迷惑をかけてしまいました。２回出席しなかったことでただでさえ遅れているのにさらに遅れを取ってしまったことに焦りを感じています。追いつけるように新年から気合を入れて取り組みたいです。

（白石）
　体調管理も社会人としての義務だと思うので、今後このようなことがなるべくないようにしていきたいです。（久木野）
　風邪で欠席させてもらいました。申し訳ありませんでした。（林）
第11回　2006年1月12日　編集者：則本

加賀いずみ

今日は、今年最初のゼミでした。今年は、３年生になるので卒論、就活について考えていかなくてはと思いました。何でも積極的にがんばります。

あと２回で今期のゼミも終了なので、まとめをしっかりとしたいです。

清川知世

今日は二回目の司会でした。二回目ではあるけれど、やっぱりなかなか慣れないし、難しいなぁと感じました。出された意見をもっと要領よくまとめ、スムーズに司会ができるように頑張ろうと思います。
白石由香

今日のゼミはレジュメ担当でした。何週間ぶりかのゼミではりきっていたのですが、レジュメを発表してみて私のは全然うまくまとめられていないな～と感じました。読んでいるとどれもこれも大事なことのように見えてしまった結果、短い章なのにだらだらと長いレジュメになってしまいました。あまり長いと「一体何が大切なの」という感じなってしまうのでこれからはテキストを読むときに限らず、一番大切なこと、伝えなければいけないことというものを見定めることが出来る力をつけたいと思います。

立石真一

今年一発目のゼミ。そしてジンメルテキストも今日でいよいよフィナーレを迎えました。社会を自分と異なるモノとしてではなく、自分を構成要因とするものとして捉えることが以前よりできるようになったと思います。
野元一菜

今日でテキストが一通り終わったわけだが、振り返ると私はこのテキストを熟読できていなかったように思う。特に後半の内容についてはまだまだ理解不足なので、もう一度読み返していきたい。
宮原亜由

今日は年が明けて初のゼミでした。テキストが終わって、社会学に関する考え方が結構かわった気がしました。そして、テキストを読みはじた頃より考え方や自分の意見を伝えるということが多少は成長してたら嬉しいなと思います。今年の目標は本を読むことなので、卒論に関するものから関係ないものまでいろいろなジャンルのものを読んでいきたいと思います。
和田恵

今日でテキストが終わりでした。このテキストを読んで、これから人と接するときに気をつけようと思うことは、あくまで人は自分とは違う一人の人間であるということです。私は身近な存在であればあるほど、自分の気持ちはすべてわかってくれるような感覚があって、期待外れだと落ち込んだり怒ったりすることが多かったです。だから、違う人間だから全て伝わらないのは当たり前ということを頭に入れて、接していきたいと思います。
河野聖和

今日のゼミはテキストの終章でした。約３ヶ月かけて、人と人との繋がりという視点から社会学を考えてきたわけですが、ここでもう一度、「社会学とは…」という問いに自分なりの答えを出してみようと思いました。来週の２年生の質問などを通して、次のゼミでは自分の考えがまとめてみようと思いました。
久木野将吾

今年の総纏め。自分は、社会学のイメージは、最初アンケートが浮かぶと言ったのですが、習っているうちに、考えは変わっていきました。社会学は、モダニティ、またポストモダニティ期人を機能として見るのではなく個人として見るようになったことにより生まれた、非常に若い学問です。人のつながり、つながり方を研究する有機的なもので、相互的影響を研究し明らかにしていくものだと自分は考えます。就職面接の時など、自分は専攻は社会学と答えます。それが何かと聞かれたら、上記のよぅに答えると思うのですが、それが企業において何の役に立つのかというと正直微妙なところだと思います。しかしそれは自身の生きる上での大きな指針になると思いました。自分か読んだ本で、「思いは正しく伝わらない」という言葉と、「一人に嫌われただけで、世界中の人みんなにそっぽを向かれた気分になる」というのがありました。自分はこの二つに非常に共感し、またとても興味深いと思いました。現代の関係を考えるには、まず相手に余計な期待をしてはいけない、という結びは非常な悲しく淋しいものだと思いましたが、これを糧にして、今後に役立てていきたいと思います。
野村伍郎

新年も明けて、２００６年ゼミもスタートしました！といっても後期のゼミも後二回となり、気を引き締めてがんばろう。それに、この２００６年は就活に卒論にとフル回転しないといけない勝負の一年なので、自分を見失わないようにやっていこう！ジンメルも次回の議論で最後だが、テキストをここまで読んできて、そして社会学とは何なのか・・自分なりの考えをだしてみよう。
則本利英

テキストの終章は人と人との関わりという点で内容が非常に興味深かったです。他者との適度な距離感覚をもち、「伝えきれない」という事実をきちんと受け入れるということはこれからの社会で様々な人と接するうえで重要なことではないかと思います。また、少しでも伝わったことに喜びを感じる加点方式は物事を前向きに考え、自分の力で打開していき、他者との関係の構築に努められる原動力になるのではないかと思いました

林由佳

今年最初のゼミで、長かったテキストが終りました。最初のころは、難しく社会学と関係
ないのではないかと思いましたが、読んでいるうちに、わかりやすくおもしろいと感じま
した。特に、第５章の「秘密」というテーマは、とても興味がわきました。ぜひ、卒論の
参考にしたいです。

松永卓己

今回のゼミは、「ジンメル・つながりの哲学」の最後ということでまとめの部分でした。この本を通して社会学に対する考え方にそれぞれ変化があったのではないかと思います。これから、この学んだことを生かしていこうと思います。
第12回　2006年1月19日　編集者：林

今日のゼミは、先日あった就職ガイダンスの報告・三年生卒論テーマの仮決定発表・HP評論会・ジンメルの最終討論、という充実のラインナップでした。ジンメルのテキストを通して、当初さっぱりだった「社会学とは？」という問いに対して、今なら自分なりの少しはまともな意見を見つけたかもしれない。人と人との細かな相互関係の網の目が社会を成り立たせていく。そのためには人付き合いのうえにその時その時、適度な距離が必要である。また、一見関わりのないように見える「貨幣」の存在も、社会学を語るうえでとても興味深い要因があった。今後の生活や勉強、卒論、人間関係においてジンメルテキストで学んだことを生かしていきたいです。今日のゼミでひそかに残念だったのは、自分のHPが触れられなかったことでした(笑)。（野村）

　ジンメルについて学ぶ前まで、私は若い頃の筆者同様、社会を自分とは一線引いた状態で見つめていたように思います。テキストを読み終え、人間と社会とは作りつつ作られる関係であり、私達の存在と社会はたえず＜つながり＞があるのだということを強く感じました。それと同時に社会学とはそれらのことを追究する学問であるのかなということも思いました。今後、新しい視点で人間関係、人と社会、社会学について考えていければいいなと思いました。（則本）

　今日はテキストのまとめをしました。私はこのテキストを通じて、他人とのコミュニケーションが、社会とのあり方にも関係することを学ぶことができました。このように個人同士のつながりが社会を生み出すという新しい考えに触れることができたので、これから社会学は意外と身近なところにあるというイメージのもと考えていきたいと思います。（加賀）

　今日のゼミはテキストの疑問についての討論と卒論のテーマ発表でした。卒論のテーマについてはもう少し具体的な方向性を絞る必要があるなと思いました。今日でテキストが終わってしまったのですが自分なりに社会学というものを考えてみた時、社会を考えていく上で自分なりのテーマでアプローチしていくことだと感じました。今後もこのテキストで学んだ事は卒論などで役に立てていきたいと思います。（河野）

　今回のゼミは、就職ガイダンスに出席してみての感想を各自発表しました。三年生は内定者の話をかなり真剣に聞いていたのだなぁという印象でした。二年生はある程度就職に対する意識を持っておりこのまま持ち続けてくれれば大丈夫だと思います。（松永）

　今日はＨＰの批評会がありました。私の名前もあがっていたのでうれしかったです。私はＨＰを作成してから自分の生活を見直す機会も増えたし、日記を書くことで初めて自分の考えがわかった気がしました。これからもいい習慣として更新していきたいです。（和田）

　社会学は人間が生き生きと過ごす上でなくてはならないことを研究していて私たちに最も近い学問なのではないかと思いました。また今あるマイナスを未来に残さないにはどうすればいいか、プラスのものをよりよくするにはどうしたらいいか社会学者だけでなく、その社会に生きる私たち自身も考えていくべきだなと感じました。来週は卒論発表会であり最後のゼミでもあります。春からは自分が先輩の立場になるので先輩のいいところやかっこいいところをしっかり学びたいです。（白石）

　今日でジンメルのテキストが終わりました。この本を読む前は、社会学を自分とは遠くかけ離れた難しいものと捉えていたが、この本を読み進めるうちに社会学とは自分の身近なところから考えることができるということに気付きました。また議論を通して物事を様々な角度から考えることができたように思います。テキストは読み終えてしまったけれど、これからも社会と自分のつながりというものを考えていこうと思いました。（清川）

　今日のゼミは今までのテキストのまとめをしました。『携帯がなかったら友人関係は変わるか』という質問に，振り返ってみると確かに危うくなる友人関係もあるのではないかと思いました。今回のテキストは難しいところもありましたが，とても興味のある分野で，面白かったです。（林）

総括は前回したので割愛します。ホームページ評価で自分のに一票も入らなかったのがちょっと残念。結構頑張っていたので。何事も継続は力。できるだけ色々なことを妥協せずにこれからもいきたい。（久木野）

　今日行われたHP品評会でまさか自分のブログが評価の対象に挙げられるとは思わなかった。正直言ってあまり工夫されていないし…。嬉しい反面もっと工夫しないといけないなと思いました！さらに面白い文章を追求したいです。（立石）
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数回の構想発表会を経て、とうとう最終卒論報告会となりました。先輩方が試行錯誤されながら図や表を効果的に取り入れ、とても充実した内容の論文に仕上がっていました。二年時から構想発表や完成報告を聞く機会がありましたが、四年生の姿はとても良い刺激になり、次はいよいよ自分も書き上げるのだということを改めて感じました。先輩方のアドバイスをしっかりと受けとめて、自分が納得いくものに仕上がるよう頑張ります。（則本）

2年生のゼミを終えてみて、自分の意見を相手に伝える気持ちが変わったところが自分の中で大きいなと感じました。私は人前で話すことが苦手で、人見知りがこの上なく激しいのでゼミが始まったころは不安でいっぱいでした。このようなスタートだったので「自分の言葉を伝える」、「相手の思っていることを聞く」ただそれだけのことですが、私にとっては進歩だと思っています。あとゼミを始めてみて目標をたくさん見つけられたことがうれしいです。まだ全然ダメなので全て達成できるようにがんばります。（白石）

今日は卒論結果報告会でした。どの4年生の方もテーマに沿った内容・結論でとても興味深い発表でした。私は、1年間卒論発表会を通して、調査方法やまとめ方など、どのように卒論を書いていけばいいのか教わりました。これから、私が卒論を書くときに参考にしていきたいと思います（加賀）。
今日は先輩方の卒論最終報告会でした。これまで三回に渡って卒論報告会がありましたが、自分の中で今まで漠然としていた卒論の完成までの過程が、何となくですが分かった気がします。後輩への卒論についてのアドバイスも聞くことができ、とてもいい機会になりました。これから自分も卒論を書く過程で先輩方のアドバイスを生かしていけたらと思います（清川）。
今日は2005年度最後のゼミで合同卒論結果報告会でした。先輩達の卒論はどれもテーマに個性があり、データ資料や調査結果など「へ～、なるほどぉ、おもしろいな～」と思わされました！これから卒論を進めていく自分にとって、とても参考になるし、刺激も与えていただきました。そして今日一番感じたことは、自分も卒論を作り上げることにおもしろさを見いだし、全て終わった時に充実感を感じることができるようにがんばろうと思いました（野村）。
今日は最終卒論発表会でした。どの四年生の発表も、凄く伝わってくるものがあり、興味深かった報告でした。報告書もきれいに整理してあり、図やグラフも見やすく分かりやすいものでした。来年は自分が発表する立場になると思うと、少し不安になりますが今日の四年生の姿をしっかりと目に焼き付けて残り一年間卒論を頑張っていきたいと思いました（河野）。
今日は今期最後のゼミでした。四年生の卒論の最終報告会です。回数を重ねる毎に四年生の受け答えやなどがスムーズになっているように感じ、自分が二年後にあんな風になれているのか不安になりました。四年生からのアドバイスがあったので、それを参考に早め早めにやっていこうと思います。また参考文献であげられている本で、興味があるものなども読んでいけたらな、と思いました（宮原）。
今日は今年度最後のゼミでした。ゼミを通しての一年間で自分自身結構変われたと思っています。１番大きな変化は人前で話すことに抵抗がなくなったことです。はじめの頃は緊張していて発表しながら頭が真っ白になることが多かったです。でも慣れてきてからは冷静に話を聞いてそれに対応できるようになったと思います。でも、まだまだ改善するところは多々あるので、先輩方を見習って次に迎える後輩たちに恥ずかしくないようにしたいです。3年からはもっと積極的に意見を述べていきたいです（和田）。
今回のゼミは、最後の合同卒論発表会でした。最後ということで先輩達には今までと違い安心したような感じで自分の卒論に自信をもって発表していたと思います。来年は自分達の番であると感じながら聞いていました。先輩達のように最後は自分の卒論に対し自信を持てるように卒論を頑張っていきたいと思います（松永）。
今期は、もっとも収穫の多いゼミであったと私は思う。社会学という私の専攻となる予定の学問の根幹を学ぶことができたからだ。就職面接では、大学で何を学んだか聞かれることが多く、これが意外と難しい。しかし今回のゼミを経たことで、社会学とは何かということをやっとこさではあるが語ることが出来るようになったし理解を深めることが出来たと思う。ゼミ生全体を見ても、特に三年生は受け答えに厚みが出てきたように感じた。成長が見て取れた半年間であったと思う。
明日は我が身。ひしひしとそう感じた。正直、未だ具体的な研究内容すら覚束ない現状なので焦りを覚えながら発表を見させてもらった。一年後、自分があの場所で最終報告ができるよう早めにしていかなくてはと感じた（久木野）。
今日は四年生の卒論発表会でした。今までに何回か卒論発表を聞いて来たので，徐々に出来上がっていくのが自分の事のようにうれしかったです。来期は，就活・卒論に忙しくなりそうですが，精一杯がんばっていきたいです。
　今期は去年に比べてゆとりを持って進めることが出来たので，自分なりに少しは成長できたのではないかと感じました。テキストとても面白かったです（林）。
最後の合同卒論発表会が終わり、今期のゼミもとうとう終了しました。今期はホームページ（ブログ）を開設したことが印象的だったし、ジンメルテキストを通じて前期よりも積極的に発言できた気がします。また卒論に対する意識も向上しました。あと、前期には新歓以外にほとんど関わりがなかった四年生の方々と、合同卒論発表などを通して接する機会が増えたこともよかったと思います。
反省すべき点としては、新聞記事などの発表の際にメリット・デメリットの両面から物事にアプローチすることができなかったことです。同じような意見の繰り返しになってしまい、説得力のある反対意見をなかなか見つけ出せなかったような気がします。自分の意見ももちろん大事だが、その他の様々な意見に対しても説得力・正当性を与えることができるようになりたいです。
ゼミに入って早くも一年が経ってしまった…。来期からは、より責任感を持ってゼミに臨もうと思います。試験も終わったことだし、これからブログもキチンと更新します（立石）。
今期は、人間なにをするにしても体が資本ということを痛感させられた。後半になって、今まで過去数年間のツケが体調を大きく狂わせたからだ。健康でないと何もはじまらない。来期は勉強を第一に優先してがんばりたいので、食べるものや睡眠時間には特に気を付けていきたい。ゼミでは今期、新聞記事がおろそかになりがちだったので、来期は特に力を入れていきたい。…というか、春休みの間は時間もあるので、新聞は毎日目を通すようにしていく（野元）。
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